
本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、市ホー
ムページ「まちの話題」
に掲載しています 令和６年 5月号

まちの出来事をお届け

所属や役職、学年などは取材時のものです

　

３
月
22
日
か
ら
４
月
７
日

に
か
け
て
、
市
内
各
地
の
桜

の
名
所
で
「
桜
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
発
足
20
周
年
の
始
ま
り

を
祝
う
か
の
よ
う
に
、
満
開

と
な
っ
た
今
年
の
「
桜
ま
つ

り
」。
会
場
に
は
、
朝
早
く
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
民
謡

や
楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス
や
鉄

砲
隊
の
演
武
な
ど
、
各
種
の

催
し
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。 20

周
年
の
始
ま
り
を

桜
ま
つ
り
が

鮮
や
か
に
彩
る

取材中に撮影
した桜の写真
をホームペー
ジに掲載して
います⇩

　

令
和
６
年
４
月
１
日
、

四
国
中
央
市
は
発
足
20
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

記
念
す
べ
き
日
に
入
庁
し

た
41
人
の
新
規
任
用
職
員

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決

意
を
揮
毫
し
た
手
漉
き
和

紙
を
携
え
て
、
入
庁
式
に

出
席
し
ま
し
た
。

　

新
規
任
用
職
員
を
代
表

し
て
抱
負
を
述
べ
た
の
は
、

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲

子
園
振
興
室
に
配
属
さ
れ

た
德
重
朝
美
さ
ん
。「
市
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
に

な
り
た
い
」
と
、「
感
謝
」

の
２
文
字
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
の
は
、

こ
れ
か
ら
１
年
間
掛
け
て

展
開
し
て
い
く
、
20
周
年

記
念
事
業
の
テ
イ
ク
オ
フ

イ
ベ
ン
ト
。
３
期
目
と
な

る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

甲
子
園
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

就
任
し
た
青
柳
美
扇
さ
ん

が
、
20
周
年
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
「
感
謝
、
そ
し
て

未
来
へ
」
を
パ
ネ
ル
に
揮

毫
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、

参
加
者
全
員
で
一
斉
に
紙

飛
行
機
を
飛
ば
し
、
記
念

イ
ヤ
ー
の
始
ま
り
を
鮮
や

か
に
演
出
し
ま
し
た
。

市
発
足
20
周
年　
記
念
す
べ
き
節
目
の
日
に

日
本
一
の
紙
の
ま
ち
入
庁
式
＆
テ
イ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

　

３
月
18
日
、
日
本
経
済

の
中
心
地
で
活
躍
す
る
本

市
ゆ
か
り
の
企
業
が
集

い
、
情
報
共
有
や
連
携
を

図
る
「
四
国
中
央
市
首
都

圏
交
流
会
」
が
東
京
都
で

あ
り
ま
し
た
。
講
演
会
に

は
、
本
会
相
談
役
の
井
原 

巧
衆
議
院
議
員
を
お
迎
え

し
「
国
政
か
ら
考
え
る
こ

れ
か
ら
の
地
域
経
済
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
自
身

の
経
験
を
交
え
た
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経
済
の
中
心
で
絆
を
深
め
る

四
国
中
央
市
首
都
圏
交
流
会
を
開
催

　

３
月
14
日
、
上
分
婦
人

会
（
佐
藤
温
美
会
長
・
写

真
中
央
左
）
か
ら
日
赤
愛

媛
県
支
部
四
国
中
央
市
地

区
長
で
あ
る
篠
原
市
長

に
、
能
登
半
島
地
震
災
害

義
援
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
同
会
で
は
、
小
学
生

に
日
用
品
で
作
る
防
災

グ
ッ
ズ
を
教
え
る
な
ど
、

生
活
の
知
恵
を
取
り
入
れ

た
防
災
教
育
を
実
施
。
赤

十
字
奉
仕
団
と
し
て
も
活

動
し
て
い
ま
す
。

地
域
一
丸
と
な
っ
て
防
災
意
識
の
向
上
を

上
分
婦
人
会
が
義
援
金
を
寄
贈　

　

４
月
３
日
、
井
原
工
業

株
式
会
社（
井
原 

伸し
ん

代
表

取
締
役
・
写
真
中
央
）
と

協
力
会
社
46
社
で
構
成
さ

れ
る
井
原
工
業
安
全
協
議

会
（
横
内
文
行
会
長
・
同

右
か
ら
２
番
目
）
か
ら
、

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援

金
が
日
赤
へ
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
贈
呈
式
で
井
原
社

長
は
、「
今
後
も
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

支
援
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

支
援
の
輪
を
広
げ
た
い

井
原
工
業
安
全
協
議
会
が
義
援
金
を
寄
贈

　

３
月
22
日
、
こ
の
春
か

ら
自
衛
隊
に
入
隊
・
入
校

す
る
市
内
３
高
校
出
身
の

８
人
が
篠
原
市
長
を
表
敬

訪
問
。
こ
れ
か
ら
全
う
す

る
責
務
に
対
す
る
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。
少
子

化
が
進
む
中
、
国
の
平
和

と
安
全
を
守
り
た
い
と
自

衛
官
を
志
し
た
若
者
た

ち
。
日
々
の
訓
練
と
学
び

で
心
身
を
磨
き
、
立
派
な

自
衛
官
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

平
和
と
安
全
を
守
る
自
衛
官
を
志
す

市
内
３
高
校
出
身
者
が
市
長
を
表
敬
訪
問

塩塚は燃えているか
６年ぶりの山焼きは
三好市と同日合同開催

　3 月 31 日、塩塚高原の春の風物詩「山焼
き」がありました。害虫駆除などススキの生
育を目的に行われる「山焼き」ですが、コロ
ナ禍や天候不順により 6 年ぶりの開催となり
ました。午前 9 時 40 分、山頂に放たれた火
は、地元消防団らが警戒する中、4 時間かけ
て 20 ヘクタールを焼きました。
　そしてこの日は、三好市側でも「野焼き」
を実施。初夏には、焼け跡から芽吹いた命が
塩塚高原を緑色に染めます。

　

３
月
31
日
、
本
市
の
産

業
の
発
展
に
寄
与
し
、
日

本
一
の
紙
の
ま
ち
の
礎
を

築
い
た
銅
山
川
の
分
水
事

業
を
称
え
る
「
疏
水
感
謝

祭
」
が
、
戸
川
公
園
（
上

柏
町
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

上
柏
公
益
会
（　

岡
晶

会
長
）
に
よ
る
祭
事
に
、

今
年
も
多
く
の
関
係
者
や

市
民
が
参
加
。
先
人
の
遺

徳
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
ま

ち
を
支
え
る
水
の
恵
に
感

謝
を
表
し
ま
し
た
。

疏
水
感
謝
祭
で

先
人
の
遺
徳
を
偲
ぶ

　

３
月
11
日
、
宇
摩
法
人

会
（
篠
原
聡
一
会
長
・
写

真
中
央
左
）
か
ら
市
内
の

保
育
施
設
と
小
中
学
校

に
、
幼
児
教
育
用
絵
本

２
１
６
冊
と
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク
26
台
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
寄
贈
式
で
篠
原

会
長
は
「
今
後
も
足
り
な

い
も
の
を
必
要
な
所
へ
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
継
続
的
な
支
援
に
意

欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
１
２
０
０
社
の
思
い
を
集
め

宇
摩
法
人
会
が
教
育
物
品
を
寄
贈



本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、市ホー
ムページ「まちの話題」
に掲載しています 令和６年 5月号

まちの出来事をお届け

所属や役職、学年などは取材時のものです

　

３
月
23
日
、
新
宮
町
新

宮
に
あ
る
熊
野
神
社
で
、

新
宮
茶
な
ど
地
域
の
特
産

品
や
市
内
の
人
気
店
を
集

め
た
「
熊
野
の
杜
の
マ
ル

シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
手
漉
き
和
紙
を
使
っ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
新

宮
茶
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の

ブ
レ
ン
ド
茶
試
飲
会
な
ど

も
あ
り
、
訪
れ
た
人
た
ち

の
ほ
こ
ろ
ん
だ
笑
顔
が
歴

史
あ
る
神
社
か
ら
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

新
宮
で
こ
こ
ろ
ほ
こ
ろ
ぶ

熊
野
の
杜
の
マ
ル
シ
ェ
開
催

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体

育
館
に
続
い
て
、
し
こ

ち
ゅ
〜
ホ
ー
ル
に
も
し
こ

ち
ゅ
〜
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
登

場
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
み
な
さ
ん
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒

に
写
真
を
撮
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
こ
ち
ら
の

し
こ
ち
ゅ
～
は
本
物
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
付
き
。
鼻
が

ム
ズ
ム
ズ
し
た
ら
、
し
こ

ち
ゅ
～
か
ら
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
貰
っ
て
ね
。

し
こ
ち
ゅ
〜
ホ
ー
ル
で

し
こ
ち
ゅ
〜
と
握
手
！

　

全
国
の
児
童
合
唱
団
が
一
堂
に
会
し
、

そ
の
歌
声
を
披
露
す
る
「
全
日
本
少
年

少
女
合
唱
祭
」
が
３
月
23
日
か
ら
24
日

に
か
け
て
、
し
こ
ち
ゅ
〜
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
歌
声
自
慢
22
団
体
が
四
国
の

ま
ん
な
か
に
集
結
し
た
今
大
会
。
本
市

か
ら
は
四
国
中
央
少
年
少
女
合
唱
団
が

出
場
し
、
晴
れ
の
舞
台
で
美
し
い
歌
声

を
響
か
せ
ま
し
た
。

四国のまんなかで歌声響く四国のまんなかで歌声響く
全日本少年少女合唱祭 開催全日本少年少女合唱祭 開催

　

３
月
26
日
か
ら
東
京
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス

セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
江
東
区
）
で
開
催
さ

れ
た
「
第
46
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大

会
」（
日
本
水
泳
連
盟
主
催
）に
、エ
リ
エ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
村
松
町
）
所
属
の

森
下
泰
明
さ
ん
（
12
歳
・
中
曽
根
町
）
が

出
場
。
男
子
11
～
12
歳
の
１
０
０
メ
ー
ト

ル
背
泳
ぎ
で
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

森
下
さ
ん
は
、
同
２
０
０
メ
ー
ト
ル
個

人
メ
ド
レ
ー
と
、
50
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
に

も
出
場
し
、
い
ず
れ
も
３
位
入
賞
。
今
大

会
で
３
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
に
篠
原
市
長
を
表
敬
訪
問

し
、
大
会
の
結
果
を
報
告
し
た
森
下
さ

ん
。
優
勝
し
た
種
目
で
目
標
タ
イ
ム
を
下

回
っ
た
こ
と
を
悔
や
み
な
が
ら
も
、「
世

界
記
録
を
出
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

す
る
」
と
更
な
る
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

日本一日本一

‼‼

優
勝
優
勝
森
下
泰
明

森
下
泰
明

背
泳
ぎ

背
泳
ぎ

さんさん

エ
リ
エ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
所
属

エ
リ
エ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
所
属

全国 JOC ジュニアオリンピックカップ全国 JOC ジュニアオリンピックカップ
男子 100 メートル背泳ぎ男子 100 メートル背泳ぎ

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
Ｈ
Ｃ
え
ひ
め
」（
今
治
市
）

に
所
属
す
る
吉
岡
弥み

か夏
さ

ん
（
土
居
中
１
年
）
が
、

県
大
会
を
制
覇
。
３
月
23

日
か
ら
福
島
県
で
開
催
さ

れ
る
春
の
全
国
中
学
生
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
３
月

15
日
に
篠
原
市
長
を
表
敬

訪
問
し
た
吉
岡
さ
ん
。「
み

ん
な
で
楽
し
ん
で
プ
レ
ー

し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

全
国
の
舞
台
を
楽
し
ん
で
き
た
い

吉
岡
弥
夏
さ
ん
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
全
国
大
会
へ

　

３
月
15
日
、
伊
予
三
島

運
動
公
園
で
大
会
の
協
賛

企
業
で
あ
る
株
式
会
社
伊

藤
園
（
本
庄
大
介
代
表
取

締
役
社
長
）
が
取
り
組
む

「
わ
た
し
の
街
の
未
来
の

桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ

る
桜
の
記
念
植
樹
が
あ
り

ま
し
た
。
植
樹
式
に
は
三

島
高
校
と
川
之
江
高
校
の

書
道
部
員
が
参
加
。
同
社

の
山
名 

悟
四
国
地
区
営

業
部
長
ら
と
マ
メ
ザ
ク
ラ

一
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

大
会
と
と
も
に
大
き
く
な
あ
れ

書
道
Ｐ
甲
子
園
応
援
桜
を
植
樹

　

３
月
21
日
、
消
防
防
災

セ
ン
タ
ー
（
中
曽
根
町
）

で
今
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ー

ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
制
作
し
た

の
は
、
岩
手
県
立
高
田
高

校
２
年
の
千
葉
七な

な奈
さ
ん

（
写
真
奥
）。
今
大
会
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
テ
ー

マ
に
全
国
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、

高
校
生
運
営
チ
ー
ム
「
Ｓ

Ｈ
ｉ
Ｐ
ｓ
」
の
投
票
で
選

ば
れ
ま
し
た
。

夏
に
咲
け　
墨
の
華

今
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
発
表

第
17
回
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園

７
月
28
日（
日
）開
催
！

キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
・
・
広
告
・
宣
伝
な
ど
で
中
心
と
な
る
画
像

詳細は
こちら

詳細は
こちら

　

３
月
25
日
、
昨
年
12
月

に
大
阪
府
な
ど
で
開
催
さ

れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し

た
、
日
本
空
手
道
敬
心
館

（
三
島
金
子
）
の
３
人
が

篠
原
市
長
を
表
敬
訪
問
。

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

更
な
る
高
み
を
目
指
す

敬
心
館
の
３
人
が
全
国
大
会
で
入
賞

写
真
左
か
ら
、
大
西
杜と

わ和
さ
ん

（
寒
川
小
４
年 

・adidas KARATE 
GRAND PRIX

準
優
勝
）、
三
宅

梨り

こ心
さ
ん
（
中
曽
根
小
４
年
・

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
準
優
勝
）、
奥
村 

響
き
ょ
う

さ
ん
（
三
島
西
中
３
年
・adidas 

KARATE GRAND PRIX

第
３
位
）

　

そ
の
連
続
を
根
気
強
く
重
ね
て

い
れ
ば
、
ク
モ
の
糸
も
強
く
逞た

く
まし

い
布
が
織
れ
る
く
ら
い
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
私
は
思
う
。

　

時
々
し
ん
ど
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
ま
あ
そ
ん
な
も
の
か
と
布

団
の
上
で
大
の
字
に
な
っ
て
、
開

き
直
る
こ
と
も
い
る
よ
ね
。

　

私
な
ん
か
、
朝
起
き
て
、
い
ま

だ
に
今
日
も
元
気
出
し
て
が
ん
ば

ろ
う
、
雨
蛙
に
負
け
な
い
よ
う
に

ね
と
、
独
り
言
を
言
い
な
が
ら
顔

を
洗
い
に
行
く
の
で
あ
る
。

　

今
は
童
謡
の
「
春
よ
来
い
」
を

み
い
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
に
な
っ

て
、
も
ご
も
ご
言
っ
て
い
る
。

　

と
に
か
く
、
と
に
か
く
、
が
ん

ば
ろ
う
。
ぐ
ち
も
腹
一
杯
い
い
な

が
ら
ね
。

　

今
日
は
令
和
６
年
４
月
１
日
、

新
し
い
年
度
の
始
ま
り
で
あ
り
ま

す
。

　

新
し
く
公
務
員
に
な
ら
れ
た
人

に
と
っ
て
は
、
記
念
す
べ
き
日
で

あ
り
、
家
族
に
と
っ
て
は
、
特
に

ご
両
親
に
あ
っ
て
は
、
特
別
の
日

か
も
し
れ
な
い
。
社
会
人
の
ま
さ

に
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
の

で
あ
る
。
振
り
返
れ
ば
今
か
ら
、

大
河
の
し
ず
く
が
始
ま
る
の
で
あ

る
。
う
れ
し
い
こ
と
も
、
つ
ら
い

こ
と
も
、
仏
道
の
よ
う
に
自
分
の

人
生
で
あ
る
。

　

で
も
今
ま
で
も
結
構
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
れ

を
ク
モ
の
糸
を
扱
う
よ
う
に
、
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
自
分

の
心
に
手
繰
り
寄
せ
て
く
る
の
で

あ
る
。

大
河
の
し
ず
く
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